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NEXT Logistics Japanモデル

物流のムダを

視える化
業種業態超え

一緒に運ぶ

生産性・付加価値向上

1人でたくさん
はこぶ

賃金アップ・待遇改善

トラック輸送を
魅力ある仕事に

●トラック荷室センサー
●モニタリングシステム

・XDに集約異業種混載
・共同輸送・中継輸送

・W連結トラック活用
・トレーラー化
・トラック自動運転lv4

・年収アップ・労働時間短縮
日帰り運行
・待機時間削減
バース予約

普及促進のための制度、環境つくり
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8/10

拡充申請目的①

大荷量幹線輸送にW連結トラックを
活用したい

※湾岸エリアに集積している工場生産品、輸出入貨物の
幹線輸送ニーズが高い

ニーズの高いエリアでのW連結トラック運用を
可能とすることで、輸送における生産性を
加速度的に高められる

拡充申請目的②

W連結トラック輸送のレジリエンスを
高めて安定輸送を担保したい

例）東北エリアへの複数ルート確保
・常磐道（いわきJCT～仙台若林JCT）

有事の際に利用できる迂回ルートを確保する
ことで輸送継続性を高められる。
荷主側のW連結トラック導入による
生産・販売活動の継続性懸念を低減できる

ニチレイ船橋

明治ロジ習志野

花王川崎
KRS新木場

例）東京・神奈川湾岸エリアへのアクセス
・東名（海老名JCT~横浜青葉）

・首都高（神奈川1号、5号、6号、7号、湾岸線）

例）関西～関東のバックアップルート
・北陸道（黒部IC～長岡JCT）

拡充通行区間の活用について



9/10通行許可制度への困り事

≪背景≫
・ダブル連結トラックは通行する全線にて申請事前の個別協議を必要とし、且つオンライン申請が整備されていない
・連結全長はセミトラクタより長いが、旋回軌跡の占有幅はセミトラクタより小さい（ドリー式の場合）

・セミトラクタに対し、申請にかかる期間が長い
NLJの場合：セミトラクタは5週間で取得。 ダブル連結トラックは13週間以上

・事前協議にて個別の説明や問合せが都度発生

道路管理者のダブル連結トラックへの認知度が低く、個別協議に時間がかかる

・回答書の通行許可条件の判定基準が曖昧
例：セミトラクタはB条件の交差点が、ダブル連結はC条件

前回申請でB条件で許可頂いた交差点が、新規の申請でC条件
C条件が付いた理由を問い合わせても「長くて危ない」との回答

・ダブル連結トラックの通行許可取得は困難で工数と費用がかかる
・申請してみないと通行条件が分からない（運行ルートが決まらない）

⇒ダブル連結トラックの車両導入・運行の妨げになっている

【要望】判断基準の明確化を行って頂き、オンラインによる申請認めて頂きたい



10/10積載重量の困り事

≪困り事≫
・ダブル連結は、セミトラクタに対し、積載容積は有利だが、積載重量は不利
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・Ｂ拠点までの間は、無駄が多い上
通行経路の制約が多い。

・B拠点に10tしか運べない
・ドライバー1人で工場から

23tしか運べない

・ドライバー1人で最も効率的に運べる。
・ダブル連結車への移行が進められる。

・重量物の混載の場合、トラック２台分が運べない

【要望】ダブル連結トラックのGCWを44t→47tに増トンして頂きたい

全長 積載重量 積載容積
セミトラクタ １８ｍ 26ｔ 76㎥
ダブル連結 ２５ｍ 23ｔ 132㎥




	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11

